
八景水谷町内会　文化部長

創刊55年、ミニコミ誌で町内の“今”を伝える

本
市
の
上
水
道
発
祥
の
地
・

八
景
水
谷
公
園
（
北
区
）
。
同

公
園
が
あ
る
八
景
水
谷
町
内
（
城
北

校
区
第
3
町
内
）
で
、
地
域
住
民
に
長

年
親
し
ま
れ
て
い
る
の
が
「
八
景
水

谷
公
民
館
だ
よ
り
」
で
す
。
公
民
館
が

設
置
さ
れ
た
昭
和
　
年
以
来
、
年
3

３９

回
の
発
行
を
続
け
、
最
新
号
の
今
年

2
月
号
で
1
5
6
号
を
数
え
ま
し
た
。

他
に
も
「
公
民
館
だ
よ
り
」
を
発
行
し

て
い
る
地
域
は
あ
り
ま
す
が
、
特
筆

す
べ
き
は
そ
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
。
毎
号
、

A
4
サ
イ
ズ
・
　
ペ
ー
ジ
が
基
本
で
、

１２

表
紙
は
カ
ラ
ー
刷
り
、
夏
祭
り
や
運

動
会
、
ど
ん
ど
や
な
ど
の
町
内
行
事

レ
ポ
ー
ト
を
は
じ
め
、
地
域
の
情
報

が
ギ
ュ
ッ
と
詰
ま
っ
た
一
冊
に
仕
上

が
っ
て
い
ま
す
。

年
前
か
ら
編
集
を
担
当
し
て

い
る
の
が
、
町
内
の
文
化
部

長
を
務
め
る
橋
本
建
矢
さ
ん
。「
最
初

は
積
極
的
に
引
き
受
け
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
（
笑
）
。
で
も
、
や
る
か
ら

に
は
地
域
に
役
立
つ
情
報
を
届
け
た

い
。
イ
ベ
ン
ト
情
報
だ
け
で
は
毎
年

同
じ
よ
う
な
記
事
に
な
り
、
飽
き
ら

れ
て
し
ま
う
か
ら
」
と
、
分
か
り
に
く

い
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
略
語
を
説
明

す
る
コ
ー
ナ
ー
や
、
地
域
に
暮
ら
す

人
々
に
焦
点
を
当
て
る
「
我
が
街
に

こ
の
人
あ
り
」
な
ど
の
新
コ
ー
ナ
ー

お問い
合わせ

●熊本市地域政策課　緯096（328）2031（月～金曜・8：30～17：15）
　chiikiseisaku@city.kumamoto.lg.jp
●清水まちづくりセンター　緯096（343）9162

「まち・ひと・つながる」の紙面への感想を

はじめ、まちづくりに関するアイデア、相

談など左記にお寄せください。

地域担当職員からひと
言

熊時
事
問
題
や
人
紹
介
を
盛
り

込
ん
だ
飽
き
さ
せ
な
い
工
夫

清水まちづくりセンター

山畑　量平

　小さな町内で発行する媒体でありな

がらボリュームを維持し、長く継続してい

ること、そして何より常に読者を飽きさ

せない新企画を考え、記事にしているの

が素晴らしいと思います。若い

人たちにももっと関心を持っ

てもらえるよう、まちセンから

もアイデアを出していきます。

7

毎号、町内の約1600世帯に配
布。町内会発足50周年や創刊
150号発行の際は、特別号を制
作しました

を
展
開
し
、
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
際
問
題
や
政
治
・
社
会
情

勢
に
触
れ
た
編
集
後
記
に
は
「
共
感

し
た
」
と
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
る
こ

と
も
。
「
考
え
を
押
し
付
け
る
の
で
は

な
く
、
今
の
世
界
や
国
内
の
問
題
に

も
関
心
を
持
っ
て
ほ
し
い
。
地
域
の

こ
と
を
考
え
る
上
で
も
、
視
野
を
広

げ
て
ほ
し
い
か
ら
」
と
橋
本
さ
ん
。

　
今
後
は
若
い
世
代
に
も
読
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
、
S
N
S
な
ど
を
活
用
し

た
発
信
を
、
ま
ち
セ
ン
ス
タ
ッ
フ
と
検

討
中
。
地
域
密
着
の
ミ
ニ
コ
ミ
誌
の

良
さ
を
守
り
つ
つ
、
新
た
な
展
開
に

も
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

橋本　建矢さん（７３）


